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こ
の
度
、4
月
1
日
よ
り
杉
村
前
薬

局
長
の
後
任
と
し
て
、薬
局
長
に
就
任

致
し
ま
し
た
。こ
の
場
を
借
り
て
前
任

者
の
大
い
な
る
功
労
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

さ
て
我
々
薬
剤
師
を
取
り
巻
く
環
境

は
大
き
く
変
貌
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の一つ
に
来
年
の
3
月
に
は
6
年
制
の
薬

学
部
を
卒
業
す
る
薬
剤
師
が
世
の
中
に
送

り
出
さ
れ
ま
す
。彼
ら
は
新
し
い
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
も
と「
医
療
人
」と
し
て
の
薬
剤
師

を
育
成
す
る
為
、病
院
に
3
ヶ
月・薬
局
に

3
ヶ
月
の
長
期
実
務
実
習
が
必
須
化
さ
れ

薬
剤
師
と
し
て
教
科
書
の
知
識
だ
け
で
な

く
臨
床
現
場
で
は
何
が
必
要
な
の
か
を
感

じ
た
上
で
卒
業
し
て
来
ま
す
。彼
ら
を
同

　

発
電
機
は
7
月
14
日
よ
り
3
施
設
へ

順
次
設
置
、
後
日
、
通
常
電
源
を
止
め

試
運
転
を
行
い
安
全
を
確
認
し
盛
夏
に

間
に
合
う
形
で
の
導
入
が
出
来
た
。

　

今
回
の
自
家
発
電
機
設
置
に
よ
り
、

停
電
時
で
あ
っ
て
も
、
予
定
を
変
更
す

る
こ
と
な
く
透
析
治
療
が
行
え
る
よ
う

に
な
っ
た
。

　

5
月
22
日（
日
）君
津
市
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
に
於
い
て
、シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
君

津
市
の
救
急
医
療
の
現
状
」（
君
津
救
急

医
療
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
実
行
委
員
会
主

催
）が
開
催
さ
れ
、永
嶌
嘉
嗣
院
長
が
シ

　

東
日
本
大
震
災
に
伴
う
3
月
の
計
画

停
電
の
際
は
、
安
全
を
最
優
先
に
し
、

停
電
時
の
外
来
診
療
中
止
や
、
透
析
治

療
の
大
幅
な
時
間
変
更
・
治
療
日
変
更

な
ど
、
図
ら
ず
も
多
く
の
患
者
さ
ま
に

迷
惑
を
か
け
る
結
果
と
な
っ
た
。

　

当
法
人
で
は
、
医
療
の
現
場
に
お
い

て
の
電
力
が
、
生
命
維
持
活
動
に
直
結

す
る
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
電
力
供
給

が
な
さ
れ
な
か
っ
た
事
態
を
重
く
受
け

止
め
た
。
し
か
し
、
既
存
の
自
家
発
電

で
は
、
多
く
の
医
療
機
器
に
長
時
間
、

電
力
供
給
を
行
い
続
け
る
こ
と
は
困
難

で
あ
っ
た
た
め
、
不
測
の
事
態
に
備
え
、

玄
々
堂
君
津
病
院
・
坂
田
ク
リ
ニ
ッ
ク
・

玄
々
堂
木
更
津
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
3
施
設

に
、
新
た
に
自
家
発
電
機
を
強
化
導
入

す
る
こ
と
に
至
っ
た
。

じ
フ
ィ
ー
ル
ド
に
迎
え
る
我
々
は
時
に「
と

か
く
薬
剤
師
は
、教
科
書
的
知
識
は
あ
る

が
臨
床
を
知
ら
な
い
」と
影
で
言
わ
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
が
、こ
れ
を
機
に
是
非
こ

の
言
葉
を
打
破
す
る
こ
と
を
自
分
の
目
標

の一つ
に
掲
げ
ま
す
。

　

幸
い
に
当
院
に
は
、
臨
床
現
場
に
薬

剤
師
が
い
る
こ
と
を
嫌
う
雰
囲
気
は
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
薬
剤
師
が

活
躍
し
て
い
け
る
部
分
は
大
い
に
残
っ

て
い
ま
す
。

　

新
し
い
薬
や
様
々
な
医
薬
品
情
報
の

波
に
さ
ら
さ
れ
る
昨
今
で
す
が
、
薬
局

全
員
が
常
に
学
び
、
そ
の
姿
勢
を
保
つ

環
境
整
備
を
心
が
け
、
臨
床
現
場
に
即

し
た
情
報
提
供
を
患
者
さ
ま
に
も
職

員
に
も
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

当
院
に
は
病
床
数
160
に
14
名
の
薬

剤
師
が
勤
務
し
て
お
り
、
病
床
数
に

対
す
る
薬
剤
師
の
数
の
多
さ
は
県
内

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ

を
生
か
し
、
「
薬
の
あ
る
所
に
は
薬

剤
師
有
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
安
全
か
つ

適
正
に
薬
物
療
法
が
行
わ
れ
る
よ
う

に
薬
剤
師
と
し
て
の
責
務
を
は
た
す

為
「
現
状
維
持
は
後
退
で
あ
る
」
と

考
え
、
後
方
確
認
を
怠
ら
ず
、
周
り

の
流
れ
を
乱
す
こ
と
な
く
バ
ラ
ン
ス

を
考
え
前
進
す
る
よ
う
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
執
る
所
存
で
す
。

ン
ポ
ジ
ス
ト
と
し
て
参
加
し
た
。

　

君
津
保
健
医
療
圏（
木
更
津
・
君
津
・

富
津
・
袖
ケ
浦
の
4
市
で
構
成
）の
救
急

医
療
に
つ
い
て
、行
政
・
救
急
隊
・
医
療

機
関
・
市
民
が
一
緒
に
な
っ
て
考
え
る

と
い
う
初
め
て
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
、

永
嶌
院
長
は
二
次
救
急
医
療
機
関
の
立

場
か
ら
、二
次
救
急
医
療
機
関
の
置
か

れ
て
い
る
厳
し
い
現
状
や
問
題
点
等
を

話
し
た
。

全
推
進
室　

杉
山
良
子
氏
を
迎
え
、事

例
要
因
分
析
の
実
際
と
実
践
を
学
ん
だ
。

　

危
険
予
知
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
医
療
事
故

未
然
防
止
の
取
り
組
み
だ
が
、気
付
き
の

訓
練
で
も
あ
る
と
い
う
事
や
、事
故
防
止

策
を
考
え
る
事
は
、仕
事
の
や
り
方
を
よ

く
考
え
る
事
で
あ
り
、業
務
改
善
に
つ
な

が
り
、ひ
い
て
は
医
療
の
安
全
に
な
る
と
い

う
話
を
伺
っ
た
。日
頃
の
業
務
に
直
結
す

る
内
容
で
あ
り
、改
め
て
安
全
対
策
の
重

要
性
を
確
認
す
る
時
間
を
持
つ
こ
と
が

出
来
た
。

　

6
月
12
日（
日
）君
津
市
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
に
於
い
て
、玄
々
堂
君
津
腎
友
会

総
会
が
行
わ
れ
た
。玄
々
堂
君
津
腎
友
会

は
、当
院
で
血
液
透
析
治
療
を
行
う
方
が

集
う
患
者
会
で
あ
る
。今
回
、大
﨑
副
院

長
が
招
か
れ
、腎
セ
ン
タ
ー
や
自
家
発
電

機
強
化
導
入
に
つ
き
説
明
を
行
っ
た
。

　

7
月
22
日（
金
）新
館
大
会
議
室
に
於

い
て
、安
全
対
策
講
演
会
が
行
わ
れ
た
。

講
師
に
、武
蔵
野
赤
十
字
病
院
医
療
安

　

6
月
25
日（
土
）午
後
2
時
30
分
よ

り
、
第
3
会
議
室
に
於
い
て
糖
尿
病

教
室
が
開
催
さ
れ
た
。

　

ま
ず
初
め
に
、
中
尾
看
護
師
が「
糖

尿
病
っ
て
ど
ん
な
病
気
？
」
と
題
し
、

糖
尿
病
の
基
礎
知
識
の
話
を
し
た
。

合
併
症
と
、
夏
の
暑
さ
を
乗
り
き
る

た
め
の
熱
中
症
対
策
な
ど
も
含
め
、
幅

広
い
内
容
で
あ
っ
た
。

　

次
に
、
渥
美
薬
剤
師
が「
糖
尿
病
の

く
す
り
」に
つ
い
て
、
イ
ン
ス
リ
ン
の
作

用
や
、
経
口
血
糖
降
下
薬
、
イ
ン
ク
レ

チ
ン
に
関
わ
る
新
薬
の
話
な
ど
、
低
血

糖
時
の
対
処
方
法
も
含
め
、
詳
し
い
説

明
を
し
た
。

　

病
気
、
薬
に
続
い
て
、
食
事
に
つ
い

て
小
泉
管
理
栄
養
士
が「
ク
イ
ズ
で
楽

し
く
学
ぶ
食
事
の
基
本
」と
い
う
テ
ー

マ
で
、
必
要
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
出
し
方
、

目
安
量
、食
塩
含
有
量
の
多
い
食
品
や
、

菓
子
パ
ン
の
カ
ロ
リ
ー
な
ど
に
つ
い
て

ク
イ
ズ
を
織
り
交
ぜ
て
話
し
た
。

　

最
後
に
森
理
学
療
法
士
が
、「
ど
う

し
て
運
動
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
の
？
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
、
運
動
の
基
本
的
な

話
を
し
た
。
運
動
は
、い
つ
？
ど
の
よ

う
に
？
何
を
す
る
の
？
と
具
体
的
な

運
動
の
仕
方
に
つ
い
て
、
ま
た
運
動
強

度
に
つ
い
て
、
強
す
ぎ
た
り
弱
す
ぎ
た

り
す
る
と
な
ぜ
い
け
な
い
の
か
を
分
か

り
や
す
く
説
明
し
た
。

　

2
時
間
近
く
の
講
義
を
、
16
名
の

参
加
者
は
熱
心
に
聴
き
入
り
、
積
極

的
な
質
疑
を
交
わ
し
て
い
た
。
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5
月
28
日（
土
）午
後
1
時
30
分
よ

り
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室
に
於
い
て

第
5
回
リ
ハ
ビ
リ
教
室
が
開
催
さ
れ

た
。
今
回
は「
膝
・
腰
注
意
報
発
令

中
!?
〜
痛
み
を
予
防
し
楽
し
い
生
活

を
〜
」と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
も
と
、
3

つ
の
内
容
か
ら
膝
・
腰
の
痛
み
に
対
す

る
知
識
や
、
痛
み
予
防
の
た
め
の
実

践
方
法
等
を
参
加
者
12
名
に
指
導
し

た
。

		

ま
ず
1
つ
目
の
テ
ー
マ「
痛
み
は
身

体
の
ゆ
が
み
？
ア
ラ
イ
メ
ン
ト
を
測

定
！
」で
は
、デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
を
使
っ

て
、
1
人
1
人
参
加
者
の
立
ち
姿
勢

を
正
面
と
側
面
よ
り
撮
影
、プ
リ
ン
ト

ア
ウ
ト
し
て
普
段
の
姿
勢
を
撮
影
画

像
か
ら
確
認
し
た
。
参
加
者
各
々
の

姿
勢
よ
り
膝
・
腰
の
痛
み
の
可
能
性
を

リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
が
判
断
し
、
個
別

で
指
導
を
行
っ
た
。

　

2
つ
目
の
テ
ー
マ「
肉
体
改
造
で

膝
・
腰
の
痛
み
予
防
！
」で
は
、
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室
に
あ
る
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム（
寝
台
）や
平
行
棒
を
使
用

し
て
、
膝
や
腰
に
関
わ
る
筋
肉
の
ス
ト

レ
ッ
チ
と
筋
力
強
化（
筋
ト
レ
）方
法

を
指
導
、
実
際
に
参
加
者
も
行
っ
た
。

リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
が
ス
ト
レ
ッ
チ
や
筋

ト
レ
の
方
法
を
指
導
す
る
こ
と
に
加

え
、
実
施
中
の
注
意
点
や
意
識
す
る

場
所（
部
位
）、
よ
り
効
果
を
出
す
た

め
の
ポ
イ
ン
ト
も
指
導
し
た
。

　

3
つ
目
の「
工
夫
ひ
と
つ
で
痛
み
知

ら
ず
の
エ
ン
ジ
ョ
イ
生
活
♪
」で
は
、
日

常
生
活
の
中
で
痛
み
を
出
し
て
し
ま

う
点
、
痛
み
を
予
防
す
る
た
め
の
工
夫

や
注
意
点
を
挙
げ
、
参
加
者
が
自
分

に
当
て
は
ま
る
点
や
実
践
で
き
そ
う

な
点
を
見
つ
け
、
出
来
る
だ
け
痛
み
を

感
じ
な
い
毎
日
を
送
る
こ
と
を
目
指

し
た
内
容
だ
っ
た
。

　

休
憩
を
挟
み
な
が
ら
行
っ
た
1
時

間
半
の
教
室
は
、
参
加
者
の
熱
心
な

傾
聴
と
参
加
協
力
に
よ
り
、
大
盛
況

で
あ
っ
た
。

第
99
回
糖
尿
病
教
室

第
5
回リハ

ビ
リ
教
室
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薬
局
長
就
任
に
際
し
て 

玄
々
堂
君
津
病
院
薬
局
長
　
杉
　
春
彦

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
君
津
市
の
救
急
医
療
の
現
状
」

安
全
対
策
講
演
会

玄
々
堂

君
津
腎
友
会
総
会

薬局長　杉 春彦

健
康
教
室
開
催



平成 23 年 9 月 1 日（２）

玄々堂君津病院に、外浦功医師、井上恵一医師、田中広章医師、工藤
真司医師、西山成二医師、佐藤和弘医師、玄々堂木更津クリニックには、
副院長として住吉義光医師が着任しました。中には馴染みのある医師
もおりますが、紹介を兼ねて、5 つの質問に答えてもらいました。  

新任医師　　　　　コーナー新任医師　　　　　コーナー紹 介

Ｑ
１
．
出
身
は
？

外�

浦
医
師　
千
葉
県
で
す
。
幼
少
期
は

各
地
を
転
々
と
し
ま
し
た
。

井�

上
医
師　
宮
城
県
仙
台
市
で
す
。

田�

中
医
師　
神
奈
川
県
横
浜
市
で
す
。

工
藤
医
師　
千
葉
県
柏
市
で
す
。

西
山
医
師　
埼
玉
県
で
す
。

佐
藤
医
師　
あ
の
福
島
県
で
す
。

住�

吉
医
師　
徳
島
県
小
松
市
で
す
。

Ｑ
２
．
血
液
型
は
？

外
浦
医
師　
Ｏ
型

井
上
医
師　
Ａ
型

田
中
医
師　
Ａ
型

工
藤
医
師　
Ｏ
型

西�

山
医
師　
泣
く
子
も
黙
る
Ｂ
型

佐
藤
医
師　
Ａ
型

住
吉
医
師　
Ｂ
型

Ｑ
３
．
趣
味
・
特
技
は
？

外�

浦
医
師　
気
晴
ら
し
に
水
泳
を
や
っ

て
い
た
の
で
す
が
、
最
近
は
そ
れ
も

や
っ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
ろ
そ
ろ
再
開

し
よ
う
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
将
来

的
に
は
子
供
と
釣
り
で
も
や
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

井
上
医
師　
子
育
て

田�

中
医
師　
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
、カ
メ
ラ
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
、
楽
器
（
シ
ン
セ

サ
イ
ザ
ー
、
ギ
タ
ー
等
）、
デ
ジ
タ

ル
ガ
ジ
ェ
ッ
ト（
ｉ
ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｅ
等
）

全
般
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
等

工�

藤
医
師　
野
球
観
戦
（
日
ハ
ム
）

西�

山
医
師　
体
育
座
り
。
何
も
し
な
い

で
過
ご
す
こ
と
・
・
で
し
ょ
う
か
。

飲
酒
は
好
き
で
す
が
、
翌
日
の
事
を

考
え
る
と
最
近
は
控
え
て
い
ま
す
。

佐�

藤
医
師　
旅
行
で
歩
き
回
る
の
が
趣

味
で
す
が
、
最
近
は
な
か
な
か
行
け

て
い
ま
せ
ん
。

住�

吉
医
師　
旅
行
。
安
価
で
快
適
な
ツ

ア
ー
計
画
作
成

Ｑ
４
． 

仕
事
の
モ
ッ
ト
ー
を
教
え
て

く
だ
さ
い

外�

浦
医
師　
「
自
分
の
今
持
て
る
力
で

患
者
さ
ま
の
役
に
立
て
」

井�

上
医
師　
過
不
足
な
く
淡
々
と

田
中
医
師　
確
実
に
す
ば
や
く

工�
藤
医
師　

質
の
高
い
医
療
の
提
供
。

明
る
く
楽
し
く
！

西�

山
医
師　
患
者
さ
ま
に
治
療
の
理
由

を
わ
か
っ
て
も
ら
い
た
い
、
と
い
う

こ
と
で
し
ょ
う
か
。
患
者
さ
ま
に
何

か
辛
い
症
状
が
あ
る
か
ら
治
療
す
る

場
合
と
、症
状
は
無
く
て
も
５
年
後
、

10
年
後
に
重
大
な
合
併
症
を
起
こ
さ

な
い
た
め
に
治
療
を
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
多
く
の
場
合
は
後
者
で
、

患
者
さ
ま
は
「
具
合
も
悪
く
な
い
の

に
・
・
」
と
内
心
思
っ
て
お
ら
れ
る

方
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
具
合
が
悪
く

な
い
方
は
、
い
つ
ま
で
も
具
合
が
悪

く
な
る
事
の
な
い
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト

す
る
こ
と
が
内
科
の
重
要
な
役
割
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
。

佐�

藤
医
師　
医
療
者
側
か
ら
の
押
し
つ

け
で
は
な
い
、
患
者
さ
ま
の
立
場
に

立
っ
た
医
療
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

住�

吉
医
師　
効
率
よ
く
仕
事
す
る
。

Ｑ
５
． 

最
後
に
一
言
お
願
い
し
ま
す

外�

浦
医
師　
先
輩
方
が
つ
く
っ
て
き
た

良
き
伝
統
を
随
所
に
感
じ
ま
す
。
で

き
る
だ
け
負
担
を
公
平
化
し
よ
う
と

す
る
姿
勢
や
シ
ス
テ
ム
は
、
今
ま
で

働
い
て
い
た
ど
の
病
院
よ
り
も
優
れ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
微
力
な
が
ら

当
院
の
お
役
に
立
て
れ
ば
幸
い
で

す
。

井�

上
医
師　
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

田�

中
医
師　
ロ
ー
カ
ル
ル
ー
ル
に
早
く

慣
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。

工�

藤
医
師　

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。
何
か
あ
り
ま
し
た
ら
気
軽
に
声

を
か
け
て
下
さ
い
。

佐�

藤
医
師　
血
管
・
一
般
外
科
疾
患
を

中
心
に
診
療
を
行
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

住�

吉
医
師　
非
常
勤
勤
務
で
２
年
間
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。
常
勤
勤
務
で

も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

健康に関心を持つ人が増えている今、日々
の診療の中で患者さまから寄せられる質問
にお答えします。

田
中  

広
章 

医
師

井
上  

恵
一 

医
師

西
山  

成
二 

医
師

工
藤 

真
司 

医
師

住
吉 

義
光 

医
師

佐
藤  

和
弘 

医
師

外
浦  

功 

医
師

　

食
に
関
す
る
人
間
の
欲
望
は
永
遠
の

課
題
で
、
特
に
美
味
し
い
食
事
に
避
け

て
通
れ
な
い
成
分
が
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

で
す
。
で
す
か
ら
、
次
か
ら
次
に
い
ろ

い
ろ
な
話
題
が
で
て
き
ま
す
。
今
回
は
、

昨
年
大
き
な
話
題
と
な
っ
た
”コ

レ
ス

テ
ロ
ー
ル
は
高
い
ほ
う
が
長
生
き
す
る“

と
い
う
質
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

　

近
年
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
治
療
は
、

日
本
動
脈
硬
化
学
会
が
、
日
本
全
国
ど

こ
で
も
患
者
さ
ま
が
均
等
な

医
療
を
受
け
る
こ
と
を
目
的

に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成

し
、
現
場
の
医
師
が
そ
れ
を

参
考
に
診
療
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、

国
内
外
の
数
十
年
に
も
及
ぶ

地
域
住
民
の
健
康
調
査
で
、

高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
血
症
、

低
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
血
症
、
高

中
性
脂
肪
血
症
が
全
死
亡
及
び
心
血
管

（
狭
心
症
及
び
心
筋
梗
塞
、
脳
卒
中
）
死

亡
を
増
加
さ
せ
る
と
い
う
事
実
、
さ
ら

に
こ
れ
を
う
け
て
十
万
人
以
上
に
も
及

ぶ
患
者
さ
ま
で
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を

食
事
療
法
や
薬
物
治
療
に
よ
り
低
下
さ

せ
る
と
、
こ
れ
ら
の
病
気
が
20
〜
30
％	

減
少
す
る
と
い
う
事
実
な
ど
を
十
分
考

慮
し
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
す
べ
て
の
心
血
管
病
変
は
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
低
下
の
み
で
は
防
げ

ず
、
よ
く
い
わ
れ
る
悪
玉
（
Ｌ
Ｄ
Ｌ
）

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
な
か
で
も
、
粒
子

の
小
さ
い
悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
、

上
手
に
血
液
検
査
に
出
て
こ
な
い
な
ど

の
問
題
や
、
血
圧
、
煙
草
、
糖
尿
病
な

ど
も
強
く
関
与
し
て
い
る
も
の
と
み
な

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
こ
れ
ら
の
要
素
を
う
ま
く
表

現
し
て
、
治
療
に
結
び
つ
け
よ
う
と
す

る
努
力
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
身
近
な
話

で
は
、
祖
先
が
広
島
県
の
日
系
人
が
、

ハ
ワ
イ
や
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
に
移
住
し
現

地
の
食
事
を
摂
取
す
る
と
、
移
住
し
な

い
広
島
の
人
た
ち
よ
り
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
が
上
昇
し
、
心
臓
病
が
増
加
し
て
い

ま
す
。
以
上
の
よ
う
に
、コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
が
高
い
状
態
が
続
く
と
大
変
危
険
な

状
態
に
陥
り
や
す
く
、
特
に
日
本
よ
り

2
〜
4
倍
心
血
管
病
変
の
多
い
欧
米
で

は
深
刻
で
す
。

　

ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
大
統
領
が
心
筋
梗

塞
で
倒
れ
た
米
国
で
は
、
ス
ー
パ
ー
で

買
う
牛
肉
に
も
”農

林
水
産
省
推
薦
“と

シ
ー
ル
の
は
ら
れ
た
脂
肪
の
少
な
い
か

た
い
肉
が
並
び
、
日
本
で
食
べ
る
よ
う

な
や
柔
ら
か
い
肉
は
奥
の
ケ
ー
ス
に

ひ
っ
そ
り
置
い
て
あ
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
平
成
22
年
９
月
日
本
脂
質

栄
養
学
会
か
ら
”長

寿
の
た
め
の
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
“が
発
表

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
テ
レ
ビ
や
新
聞

で
報
道
に
な
っ
た
の
で
覚
え
て
い
る
方

も
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
内
容
を
簡

単
に
述
べ
ま
す
と
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

が
高
い
ほ
う
が
死
亡
は
少
な
く
脳
卒
中

も
少
な
い
、
食
事
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

を
制
限
し
て
も
血
清
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

は
下
が
ら
な
い
、
善
玉
悪
玉
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
の
説
明
は
根
拠
が
な
い
、
植
物

性
の
油
は
心
臓
病
や
癌
を
増
や
す
、
リ

ノ
ー
ル
酸
の
多
い
油
（
サ
フ
ラ
油
、
サ

ン
フ
ラ
ワ
油　

大
豆
油
）
は
悪
く
Ｅ
Ｐ

Ａ
や
Ｄ
Ｈ
Ａ
は
良
い
、
日
本
動
脈
硬
化

学
会
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
は
問
題
あ

り
、
欧
米
の
脂
肪
摂
取
の
話
を
妄
信
す

る
な
な
ど
で
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
発
表
に
動
脈
硬
化
学
会
は
、
か

ん
か
ん
に
な
っ
て
反
論
し
、
一
時
は
大

変
な
騒
ぎ
で
し
た
。
し
か
し
今
思
う
に
、

ほ
と
ん
ど
の
患
者
さ
ま
は
報
道
に
左
右

さ
れ
ず
冷
静
に
ふ
る
ま
い
、
大
変
立
派

な
も
の
で
し
た
。
こ
れ
は
、
今
ま
で
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
危
険
性
に
つ
い
て
、

十
分
な
説
明
と
理
解
が
あ
っ
た
た
め
と

思
い
ま
す
。
賢
人
あ
る
い
は
匠
と
思
わ

れ
る
学
会
の
重
鎮
よ
り
、
患
者
さ
ま
が

賢
か
っ
た
と
安
心
し
て
お
り
ま
す
。

コレステロールが高いと長生きする？
副院長  荻野  良郎

　

み
な
さ
ん
、
悪
い「
あ
ぶ
ら
」っ
て
何

を
想
像
し
ま
す
か
？

　

酸
化
し
た
油
？
今
話
題
の
ト
ラ
ン
ス
脂

肪
酸
？
肉
の
脂
？
外
食
や
お
惣
菜
の
油
？

イ
メ
ー
ジ
は
様
々
だ
と
思
い
ま
す
。

　

確
か
に
、
酸
化
し
す
ぎ
た
油
を
食
べ
る

と
、
吐
き
気
、
腹
痛
、
下
痢
と
な
り
ま

す
。
マ
ー
ガ
リ
ン
や
シ
ョ
ー
ト
ニ
ン
グ
な
ど

に
多
く
含
ま
れ
る
ト
ラ
ン
ス
脂

肪
酸
を
摂
り
過
ぎ
る
と
、
血

中
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
増

え
、
動
脈
硬
化
の
引
き
金
に

な
り
ま
す
。
肉
の
脂
は
、
飽

和
脂
肪
酸
を
多
く
含
む
の
で
、

冠
動
脈
疾
患
や
肥
満
、
糖
尿

病
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

　

で
は
、「
あ
ぶ
ら
」
は
摂

ら
な
い
方
が
い
い
の
で
し
ょ

う
か
。

　

い
い
え
、
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。「
あ
ぶ
ら
」
は
健
康
の
維
持
に
欠

か
せ
な
い
栄
養
素
。
体
内
で
生
理
活
性

物
質
を
作
る
ほ
か
、
細
胞
膜
の
原
料
に

な
り
、
細
胞
の
中
と
外
の
栄
養
素
の
や

り
取
り
を
ス
ム
ー
ズ
に
し
て
代
謝
を
良

く
し
ま
す
。
赤
血
球
で
も
細
胞
膜
を
軟

ら
か
く
保
つ
こ
と
で
血
流
を
正
常
に
す

る
働
き
が
あ
り
ま
す
。

　

実
際
ど
の
く
ら
い
食
べ
た
ら
よ
い
の

で
し
ょ
う
か
。

　

健
康
な
成
人
で
体
重
60
㎏
の
人
で

は
一
日
に
摂
れ
る
脂
質
は
50
ｇ
〜
60

ｇ
。
ス
テ
ー
キ
と
い
え
ば
、
サ
ー
ロ
イ

ン
。
一
枚
200
ｇ
の
ス
テ
ー
キ
で
、
な
ん

と
約
100
ｇ
の
脂
質
が
含
ま
れ
ま
す
。
脂

身
の
少
な
い
も
も
肉
な
ら
、
サ
ー
ロ
イ

ン
の
1
／
3
。
肉
は
な
る
べ
く
赤
身
と

し
、
肉
よ
り
魚
の
頻
度
を
多
く
す
る
こ

と
が
、
生
活
習
慣
病
予
防
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
調
理
に
用
い
る
油
は
、
一
日
に

炒
め
る
く
ら
い
の
油
料
理
２
〜
３
皿
が

目
安
で
す
。
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
や
ゴ
マ
も
油

が
多
い
の
で
、
油
料
理
と
考
え

ま
す
。

　

次
に
酸
化
に
つ
い
て
お

話
し
ま
す
。

　

調
理
用
油
が
酸
化
す
る

初
期
に
は
、
油
臭
さ
の
よ
う
な

臭
い
が
し
ま
す
。
酸
化
・
劣
化
の
目
安

と
し
て
、
油
を
加
熱
し
た
時
に
カ
ニ
泡

が
出
る
時
は
、
重
合
体
が
出
来
て
い
る

証
拠
な
の
で
食
用
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

　

油
は
実
際
に
は
少
し
ず
つ
酸
化
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
酸
化
が
少
量
の
場

合
、
私
た
ち
は
解
毒
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
、
以
下
の
保
存
方
法
を
参
考
に

し
て
油
の
酸
化
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

１
．	

光
を
避
け
る
た
め
に
暗
い
場
所
で

保
存
す
る
。

２
．	

空
気
と
の
接
触
を
極
力
減
ら
す
た

め
、
栓
を
き
ち
ん
と
閉
め
た
り
、

カ
バ
ー
を
す
る
。

３
．
温
度
の
高
い
と
こ
ろ
は
避
け
る
。

４
．	

揚
げ
物
に
使
用
後
は
、
速
や
か
に

揚
げ
カ
ス
を
取
り
除
く
。

　

ま
た
、
体
内
で
血
液
中
の
Ｌ

Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が

増
加
し
、
酸
化
し
て
形
が

変
わ
っ
て
し
ま
う
と
動
脈

硬
化
の
引
き
金
に
な
り
ま

す
。

　

Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
増
や
さ

な
い
食
生
活
は
、
過
食
し
な
い
事
と
、

肉
類
を
中
心
と
し
た
食
生
活
を
避
け
る

こ
と
で
す
。
ま
た
、
体
内
の
酸
化
を
防

ぐ
た
め
に
、
抗
酸
化
物
質
で
あ
る
カ
ロ

テ
ン
や
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
を

不
足
し
な
い
よ
う
に
摂
る
こ
と
も
重
要

で
す
。
カ
ロ
テ
ン
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
は
、

野
菜
や
果
物
に
多
く
含
ま
れ
ま
す
。
ビ

タ
ミ
ン
Ｅ
は
、
ナ
ッ
ツ
類
や
油
に
多
く

含
ま
れ
ま
す
。
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
は
、
極
端

に
偏
っ
た
食
事
で
な
け
れ
ば
不
足
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

体
に
必
要
な
「
あ
ぶ
ら
」。
で
も
、

摂
り
過
ぎ
る
と
体
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す

「
あ
ぶ
ら
」。
今
日
か
ら
、
ど
う
つ
き
あ

い
ま
す
か
？

悪い「あぶら」ってなに？　どうして悪い？
管理栄養士  小泉  美佐子

消
化
器
外
科

医
長

呼
吸
器
内
科

医
長

消
化
器
外
科

医
長

移
植
・
腎
臓

外
科
医
長

腎
臓
内
科

血
管
外
科

医
長

玄
々
堂
木
更
津
ク

リ
ニ
ッ
ク
副
院
長



（３）平成 23 年 9 月 1 日

　

３
月
の
計
画
停
電
以
降
、
病
院

内
で
は
、
皆
様
の
協
力
と
ご
理
解

の
も
と
、
職
員
一
丸
と
な
り
節
電

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
た
だ
、

こ
の
暑
さ
。
電
気
を
消
し
て
も
、

エ
ア
コ
ン
を
控
え
て
も
、
そ
れ
だ

け
で
は
身
体
も
気
持
ち
も
つ
い
て

い
き
ま
せ
ん
。・・
と
い
う
こ
と
で
、

窓
際
に
机
の
あ
る
医
療
相
談
室
と
、
２

階
の
薬
局
、
玄
々
堂
木
更
津
ク
リ
ニ
ッ

ク
の
３
か
所
で
、
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン

づ
く
り
を
始
め
ま
し
た
。
医
療
相
談
室

は
西
洋
あ
さ
が
お
と
垣
根
あ
さ
が
お
、

		

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
七
夕

は
、
５
月
か
ら
準
備
が
始
ま

り
ま
す
。
皆
で
よ
っ
た

紙
縒
り
を
短
冊
に
通
し
、

七
夕
飾
り
を
作
り
始
め

ま
す
。
６
月
中
旬
に
な

る
と
、
病
棟
・
外
来
・

坂
田
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
玄
々

堂
木
更
津
ク
リ
ニ
ッ
ク

に
笹
が
設
置
さ
れ
ま
す
。

そ
の
飾
り
付
け
を
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
行
い
ま
す
。

　

７
月
７
日
に
は
、
外

来
に
ス
テ
ー
ジ
を
造
り
、
七
夕
コ
ン

サ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。
３
Ａ
病
棟
に

よ
る
ハ
ン
ド
ベ
ル
の
演
奏
に
続
き
、
リ

ハ
ビ
リ
室
に
よ
る
「
座
っ
て
で
き
る
体

操
」
を
会
場
の
皆
様
と
一
緒
に
行
い
、

最
後
に
玄
々
堂
君
津
病
院
保
育
所
の
子

供
た
ち
に
よ
る「
七
夕
の
歌
と
ダ
ン
ス
」

の
披
露
と
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま

し
た
。
車
イ
ス
で
来
て
く
だ
さ
る
入
院

患
者
様
の
お
迎
え
や
、会
場
設
営
な
ど
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
い
っ
し
ょ
に
汗
を
か

い
た
１
日
で
し
た
。

		

外
来
に
あ
る
車
イ
ス
の
背

中
に
、
青
色
や
ピ
ン
ク
色
の

袋
が
か
け
て
あ
る
の
に
気
付

か
れ
ま
し
た
か
？
当
院
特
製

の
車
イ
ス
ポ
ケ
ッ
ト
で
す
。

車
イ
ス
を
押
す
時
、
こ
の
ポ

ケ
ッ
ト
に
手
荷
物
を
入
れ
て

お
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ

れ
で
、
介
助
す
る
方
が
、
両

手
で
車
イ
ス
の
ハ
ン
ド
ル
を

持
ち
安
全
に
操
作
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
古
く
な
っ
た
職
員
の
制
服

を
交
換
し
た
際
、
そ
の
一
部
を
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
譲
り
受
け
、
手
作
業
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
リ
フ
ォ
ー
ム
し
た
作
品
で

す
。
丈
夫
に
ミ
シ
ン
が
か
け
ら
れ
た
制

服
を
、
フ
ァ
ス
ナ
ー
、
ベ
ル
ト
、
布
と

に
丁
寧
に
ほ
ど
い
て
い
く
根
気
の
い
る

作
業
と
、
職
人
並
み
の
縫
製
で
、
病
院

内
で
使
う
様
々
な
も
の
に
作
り
直
さ

れ
、
各
所
で
活
躍
中
で
す
。
当
院
オ
リ

ジ
ナ
ル
手
作
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
リ

フ
ォ
ー
ム
作
品
に
注
目
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。

薬
局
と
玄
々
堂
木
更
津
ク
リ
ニ
ッ
ク

は
、
ゴ
ー
ヤ
と
あ
さ
が
お
作
り
に
挑
戦

で
す
。
普
段
は
庭
仕
事
な
ど
行
わ
な
い

メ
ン
バ
ー
の
作
物
づ
く
り
。
い
ざ
始
め

る
と
、
ト
ラ
ブ
ル
続
き
。
ど
う
に
も
成

長
し
な
い
。
簡
単
に
で
き
る
な
ど
思
っ

て
い
た
の
が
間
違
い
で
し
た
。や
は
り
、

に
わ
か
庭
師
で
は
作
物
も
応
じ
て
く
れ

な
い
よ
う
で
す
。

		

目
に
涼
し
い
、
身
体
に
も
涼
し
い
、

気
持
ち
に
や
さ
し
い
、
お
な
か
に
美
味

し
い
を
目
指
し
、取
り
組
み
ま
し
た
が
、

成
果
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
新

聞
が
発
行
さ
れ
る
と
き
に
は
結
果
が
出

て
い
る
は
ず
で
す
が
・
・
・

七夕飾りとコンサート

制服リフォーム

総合腎臓病センターからの情報コーナーです。
今回は 4 月に着任した移植・腎臓外科医長 工藤医師に

最近の腎移植について伺いました。

腎センター　  り

腎
移
植
の
現
状

　

近
年
、
腎
臓
病
に
お
け
る
医
療
は
著

し
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
成
因
を
問
わ

ず
軽
微
な
腎
障
害
が
心
血
管
疾
患
の

危
険
因
子
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
り
、
腎
臓
病
の
早
期
発
見
、
治
療
介

入
が
末
期
腎
不
全
へ
の
進
展
は
も
と
よ

り
、
生
命
予
後
や
患
者
さ
ま
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ

の
改
善
に
つ
な
が
り
ま
す
。
末
期
腎
不

全
に
お
け
る
腎
代
替
療
法
に
関
し
て

も
、
２
０
１
０
年
に
臓
器
移
植
法
が
改

定
さ
れ
た
こ
と
で
臓
器
移
植
提
供
の
増

加
が
見
込
ま
れ
、
医
学
的
に
最
も
優
れ

た
治
療
法
で
あ
る
腎
移
植
の
普
及
が
望

ま
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
腎
移
植
の
現

況
に
関
し
て
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

  

末
期
腎
不
全
の
治
療
法
と
し
て
血
液

透
析
、
腹
膜
透
析
、
そ
し
て
腎
移
植
の

３
つ
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
腎
移
植
は
ド

ナ
ー
の
違
い
に
よ
り
さ
ら
に
生
体
腎
移

植
、
献
腎
移
植
に
分
け
ら
れ
、
献
腎
ド

ナ
ー
が
少
な
い
日
本
で
は
血
縁
者
か
ら

片
方
の
腎
臓
を
提
供
し
て
い
た
だ
く
生

体
腎
移
植
が
メ
イ
ン
で
行
わ
れ
て
い
ま

す
。最
近
で
は
医
学
的
に
最
も
優
れ
た
、

透
析
療
法
を
経
る
こ
と
な
く
直
接
腎
移

植
へ
導
入
す
るP

re
-e

m
p

tive

（
先
行
的
）
腎
移
植
も
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
に
お
け
る
腎
移
植
の
成
績
で

す
。
医
学
的
に
最
も
優
れ
て
い
る
と
は

い
え
、
移
植
し
た
腎
臓
は
一
生
も
つ
と

は
限
り
ま
せ
ん
。
移
植
し
た
後
に
拒
絶

反
応
に
よ
っ
て
機
能
し
な
く
な
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。
１
９
８
２
年
以
前
の
生

体
腎
移
植
は
１
年
生
着
率
82
・
６
％
、

５
年
生
着
率
70
％
で
あ
っ
た
の
に
対

し
、
２
０
０
０
年
以
降
は
１
年
生
着
率

97
％
、
５
年
生
着
率
91
％
ま
で
改
善
し

て
い
ま
す
。
移
植
成
績
が
向
上
し
た
理

由
に
は
、
Ｍ
Ｍ
Ｆ
や
バ
シ
リ
キ
シ
マ
ブ

と
い
っ
た
新
し
い
免
疫
抑
制
剤
の
導
入

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
世
界
的
に
は
ハ
イ

リ
ス
ク
と
さ
れ
る
血
液
型
不
適
合
移
植

に
お
い
て
も
、
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解

明
に
よ
り
治
療
成
績
は
飛
躍
的
に
向
上

し
、
血
液
型
適
合
移
植
と
比
較
し
て
も

全
く
遜
色
な
く
良
好
で
す
。
以
前
は
親

子
間
の
血
液
型
適
合
移
植
が
多
か
っ
た

の
で
す
が
、
最
近
は
夫
婦
間
の
血
液
型

不
適
合
移
植
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
ド
ナ
ー
手
術
に
お
け
る
腹
腔
鏡
手

術
の
導
入
と
な
ら
び
、
血
液
型
不
適
合

移
植
成
績
の
向
上
が
関
与
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
免
疫
抑
制
剤
を
用
い
ず
移

植
臓
器
に
拒
絶
反
応
を
起
こ
さ
せ
な
い

状
態
、
す
な
わ
ち
免
疫
寛
容
を
導
入
し

た
腎
移
植
も
臨
床
応
用
さ
れ
始
め
て
い

ま
す
。
新
た
な
免
疫
抑
制
剤
の
開
発
、

移
植
免
疫
・
診
断
・
治
療
法
の
進
歩
に

よ
り
腎
移
植
は
よ
り
有
効
で
確
立
さ
れ

た
治
療
法
と
な
っ
た
の
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
日
本
に
お
け
る
腎

移
植
件
数
は
増
加
傾
向
で
は
あ
る
も
の

の
、
２
０
０
９
年
は
約
１
３
０
０
件
と

米
国
の
約
１
万
６
０
０
０
件
に
比
べ
る

と
極
端
に
少
な
い
の
が
現
状
で
す
。
ま

た
、
献
腎
移
植
に
限
っ
て
い
え
ば
、
20

数
年
来
に
わ
た
っ
て
約
２
０
０
件
前
後

で
変
わ
ら
ず
、
60
︱
70
％
が
脳
死
を
中

心
と
し
た
献
腎
移
植
で
あ
る
米
国
と
は

か
な
り
違
い
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
背
景

に
は
脳
死
に
対
す
る
国
民
理
解
の
差
も

あ
り
ま
す
が
、
医
療

側
に
お
い
て
も
患
者

側
に
お
い
て
も
移
植

に
対
し
て
特
殊
な
医

療
と
位
置
付
け
て
い

る
現
状
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
移
植
医
療
に

お
け
る
教
育
が
ほ
と

ん
ど
さ
れ
な
い
こ
と

や
、
こ
れ
ま
で
の
腎

代
替
療
法
の
選
択
に

お
け
る
血
液
透
析
に

中
心
を
置
い
た
医
療

体
制
、
社
会
情
勢
の

影
響
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。
腎
移
植
が
確
立
し
た
医
療
と
な
っ

た
現
在
、
腎
臓
が
悪
く
な
っ
た
ら
透
析

に
移
行
す
る
だ
け
で
な
く
、
患
者
さ
ま

の
病
態
は
も
ち
ろ
ん
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
や
人
生
観
を
考
慮
し
、
個
々
の
患
者

さ
ま
に
最
適
な
治
療
法
を
選
択
で
き
る

体
制
整
備
が
望
ま
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、

末
期
腎
不
全
患
者
の
腎
代
替
療
法
の
選

択
の
み
な
ら
ず
、
透
析
患
者
に
お
け
る

合
併
症
の
治
療
選
択
等
す
べ
て
の
疾
患

に
お
い
て
い
え
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

  

当
院
は
２
０
１
０
年
に
総
合
腎
臓
病

セ
ン
タ
ー
を
設
立
し
、
腎
臓
病
医
療
に

お
け
る
地
域
の
中
核
病
院
に
位
置
し
て

い
ま
す
。
バ
ス
キ
ュ
ラ
ー
ア
ク
セ
ス
、

腎
性
上
皮
小
体
機
能
亢
進
症
、
末
梢
動

脈
疾
患
等
の
多
様
な
透
析
合
併
症
は
も

と
よ
り
、
国
民
の
10
人
に
１
人
が
罹
患

し
て
い
る
慢
性
腎
臓
病
の
ど
の
ス
テ
ー

ジ
に
対
し
て
も
質
の
高
い
医
療
を
提
供

で
き
る
よ
う
努
力
し
て
参
り
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
、
究
極
の
腎
代
替
療
法
で
も
あ

る
腎
移
植
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

以
上
、
腎
移
植
に
関
し
て
概
説
し
ま

し
た
。
最
後
に
恐
縮
で
す
が
、
ひ
と
つ

の
本
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

”透
析
生
活
17
年
　
新
聞
記
者
の
移
植

体
験
記
　
山
本
　
晃
　
岩
波
書
店
“

　

前
勤
務
地
で
あ
る
東
京
女
子
医
大
で

移
植
を
受
け
た
腎
移
植
レ
シ
ピ
エ
ン
ト

の
著
者
で
、
17
年
間
自
ら
行
っ
て
き
た

腹
膜
透
析
や
血
液
透
析
、
そ
し
て
腎
移

植
の
様
子
を
赤
裸
々
に
報
告
し
た
体
験

記
で
す
。
新
聞
記
者
と
い
う
職
業
柄
、

非
常
に
客
観
的
か
つ
具
体
的
で
臨
場

感
・
親
近
感
あ
ふ
れ
る
内
容
と
な
っ
て

い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
是
非
御
一

読
下
さ
い
。

便

バスキュラーアクセス外来開始
　総合腎臓病センターでは、蛋白尿から腎不全、そ
して急性血液浄化療法まで腎臓病を総合的に診療し
ています。このたび、予約なしでも受診できる「バ
スキュラーアクセス外来」を始めました。
　血液透析治療を行う方は、シャントや人工血管な
どを使い、治療を行っていますが、この血管のトラ
ブル時に、早急に対応できるよう体制を整えました。

診療案内
＊受付　月〜土 8 時 30 分〜 11 時　祝日休診
＊お電話での予約も可能です。
　☎️ 0439（52）2750（総合腎臓病センター代表）
＊診療情報提供書を持参下さい。

移植・腎臓外科医長
工藤 真司 医師
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編
集
後
記

▼
汗
だ
く
で
が
ん
ば
り
ま
し
た
。

	

（
Ｉ
Ｗ
Ｃ
）

▼	

今
回
も
が
ん
ば
っ
て
作
り
ま
し
た
。

	

（
Ｒ
Ｓ
）

▼	

夏
バ
デ
ィ
。
や
っ
ぱ
り
今
年
も
メ
タ

ボ
バ
デ
ィ
？	

（
Ｐ・Ｔ
）

▼	

20
年
ぶ
り
に
新
聞
委
員
に
復
活
！
原

稿
用
紙
を
前
に
固
ま
る
日
々
に
、
国

語
力
の
な
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。

	

（
Ｃ・Ｓ
）

▼	

今
回
、
体
調
不
良
の
為
、
あ
ま
り
お

役
に
立
て
ず
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
熱
中
症
に
は
ご
用
心
！

	

（
Ｌ
Ｄ
Ｈ
）

▼	

食
欲
の
秋
に
向
け
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
開
始

	

（
Ｋ
）

▼	

歴
代
編
集
長
の
思
い
を
感
じ
る
日
々
で
し

た
。決
し
て
甘
く
は
な
か
っ
た
！	

（
い
）

▼	

来
年
こ
そ
、
グ
リ
ー
ン
モ
ン
ス
タ
ー

を
完
成
さ
せ
る
ぞ
。	

（
リ
ョ
ウ
）

▼	

今
年
も
半
年
経
って
し
ま
っ
た
な
ぁ
〜

	

（
て
つ
）

▼	

季
節
の
変
わ
り
目
を
先
ど
り
し
た
い

気
分
で
す
。	

（
ち
ぃ
ひ
で
）

▼	

た
だ
た
だ
３
１
１
の
犠
牲
者
の
方
々

の
ご
冥
福
と
、
被
災
地
の
復
興
を
祈

る
ば
か
り
で
す	

（
し
ん
い
ち
）

　
当
法
人
で
行
っ
て
い
る
介
護
保
険
事

業
の
中
の
訪
問
介
護
に
つ
い
て
、
玄
々

堂
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
所
長
の
板

倉
さ
ん
に
伺
い
ま
し
た
。

　

介
護
保
険
が
始
ま
っ
て
10
年
以
上
が

経
過
し
ま
し
た
。介
護
保
険
は「
介
護
を

社
会
で
支
え
る
」「
利
用
者
本
意
」「
自

立
支
援
」を
理
念
と
し
創
設
さ
れ
た
制

度
で
あ
り
、高
齢
化
の
進
行
と
と
も
に
利

用
者
は
増
加
の一途
を
辿
って
い
ま
す
。要

支
援・要
介
護
を
合
わ
せ
る
と
、全
国
で

約
五
百
万
人
の
人
が
認
定
を
受
け
て
、自

宅
や
介
護
保
険
施
設
で
様
々
な
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

玄
々
堂
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

は
、
君
津
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

併
設
施
設
と
し
て
、
平
成
16
年
に
開
設

さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
訪
問
介

護
員
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
）
は
、
「
介

護
の
プ
ロ
」
と
し
て
、
質
の
高
い
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
医
療
法
人
が
設
置
主
体
で
、
か

つ
、
管
理
者
が
看
護
師
と
い
う
訪
問
介

護
事
業
者
は
あ
ま
り
多
く
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
の
特
徴
か
ら
、
人
工
呼
吸
器
の

よ
う
な
、
い
わ
ゆ
る
医
療
を
多
く
必
要

と
す
る
方
や
、
病
状
が
変
化
し
や
す
い

方
、
寝
た
き
り
で
動
け
な
い
方
等
に

も
、
安
全
に
専
門
的
な
介
護
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
生
活
の
中
で
家
事
に

か
か
わ
る
部
分
へ
の
援
助
も
、
利
用
者

の
病
状
に
応
じ
た
食
事
作
り
や
、
自
立

に
向
け
た
「
で
き
る
と
こ
ろ
は
い
っ

し
ょ
に
す
る
」
と
い
う
姿
勢
も
大
切
に

し
て
い
ま
す
。

　

併
設
の
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と

は
管
理
者
が
同
じ
で
、
事
務
所
を
共
有

し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
細
か
な
情
報

交
換
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
訪
問
介
護
に
必
要
な
専
門
的

な
知
識
や
技
術
は
、
訪
問
看
護
師
や
理

学
療
法
士
か
ら
も
得
る
こ
と
が
で
き
、

病
院
内
で
開
催
さ
れ
る
様
々
な
研
修
会

に
参
加
す
る
機
会
に
も
恵
ま
れ
て
い
ま

す
。

　

所
属
し
て
い
る
訪
問
介
護
員
は
皆
明

る
く
元
気
い
っ
ぱ
い
で
、
毎
日
利
用
者

の
お
宅
に
笑
顔
を
届
け
て
い
ま
す
。
顔

を
見
て
言
葉
を
交
わ
し
笑
顔
に
な
っ
て

い
た
だ
け
た
、
作
っ
た
食
事
を
美
味
し

そ
う
に
召
し
上
が
っ
て
い
た
だ
け
た
、

そ
ん
な
こ
と
が
訪
問
介
護
員
に
と
っ
て

は
何
よ
り
も
嬉
し
い
こ
と
。
今
日
も
訪

問
先
か
ら
楽
し
い
笑
い
声
が
聞
こ
え
て

き
そ
う
で
す
。

玄
々
堂
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
営
業
案
内

営
業
日

　

月
〜
土
曜
日

　

8
：
30
〜
17
：
00

　
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
休
業

サ
ー
ビ
ス
提
供
地
域

　

君
津
市
・
木
更
津
市
・
富
津
市

利
用
の
申
込
み

　

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
相
談

問
い
合
わ
せ
先

　

０
４
３
９
（
53
）
２
０
５
５

　

特
定
健
康
診
査
と
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
着
目
し
た
健
診
を

受
け
て
い
た
だ
く
こ
と
。
特
定
保
健
指

導
と
は
、
そ
の
健
診
結
果
、
生
活
習
慣

病
の
発
症
リ
ス
ク
が
あ
り
、
生
活
習
慣

の
改
善
に
よ
り
生
活
習
慣
病
の
予
防
効

果
が
大
き
く
期
待
で
き
る
方
に
対
し

て
、
生
活
習
慣
を
見
直
す
サ
ポ
ー
ト
を

す
る
も
の
で
す
。

　

特
定
健
康
診
査
の
結
果
、
ご
加
入
の

保
険
者
か
ら
対
象
の
方
に
利
用
案
内
や

利
用
券
が
配
布
さ
れ
ま
す
。当
院
で
は
、

動
機
づ
け
支
援
ま
た
は
、
積
極
的
支
援

の
対
象
者
に
対
し
て
、
食
生
活
と
運
動

習
慣
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
ま
す
。

　

予
約
制
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
利

用
券
を
お
持
ち
の
方
は
、
ま
ず
は
電
話

に
て
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
特
定
保
健
指
導
実
施
日

　

木
・
金
・
土
曜
日

　

14
時
〜
16
時

■
問
い
合
わ
せ
先

　

０
４
３
９
（
52
）
２
3
6
6

特
定
保
健
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
！

　君津市では、平成23年4月1日より、高齢者の肺炎球菌
ワクチン接種費用助成制度が施行され、当院は君津市高
齢者用肺炎球菌ワクチンの協力医療機関となりました。
　君津市に住所があり、次の全てに該当する方は、当院で
肺炎球菌ワクチン接種の際、接種費用の助成が受けられ
ます。

1．接種日において満65歳に達している
2．過去5年以内に肺炎球菌ワクチンを接種していない

  接種前に市の健康管理課、各行政センターへ助成申請
をしてください（予診票が交付されます）。
　ワクチン接種は予約制となっております。直接お申し出
いただくか、お電話で予約をお取りください。

　今シーズンのインフルエンザのワ
クチン株は昨年と同じ次の 3 株が
選定されました。
・ Ａ 型 カ リ フ ォ ル ニ ア

/7/2009（H1N1）pdm09
・ Ａ 型 ヴ ィ ク ト リ ア

/210/2009（H3N2）
・Ｂ型ブリスベン /60/2008
　昨年インフルエンザワクチンを接
種されていても効果は 5 ヶ月程度
で、今シーズンには効果がなくなっ
ておりますので、インフルエンザ予
防には再接種が必要です。
　ではいつ頃接種したらよいので
しょうか？　　　　　　　　　　　
　インフルエンザの流行期間を正確
には予想することはできません。
　昨シーズンの当院のインフルエン
ザは 12 月下旬から始まり、1 月下
旬をピークに 2 月から 3 月にかけ
て徐々に下火になりました。
　例年ですと 10 月すぎに接種が開
始されます。ワクチンの効果が現れ
るまで、通常 2 週間ほどかかります
ので、一般的には遅くとも 12 月中
旬までには済ませたほうがよいと思
われます。

インフルエンザ
ワクチン

2011/2012冬シーズン

　8月7日（日）君津市民ふれあい祭
りが開催され、祭りのメインイベント
である「いやさか君津踊り」に今年も
参加しました。
　揃いの法被に身を包んだ約60名の

職員は、元
気よく声を
出し合い、
息の合った
踊りを見せ
ました。

ブログ始めました 予約専用ダイヤル
変更について

　平成21年11月よりご利用いただいておりまし
た予約専用フリーダイヤルは平成23年2月28日を
もって都合により廃止させていただきました。

平成23年3月1日より診察予約のお電話
0439-52-7068
で承っております。

（受付時間　9：00 〜 16：00）

※	時間帯により混雑の為、繋がりにくい場合が
ございます。

※	受付時間外の対応は致しかねますのでご了
承ください。

　当院のホームページ内でブログを始め
ました。
　病院行事やサークル活動の紹介等タイ
ムリーな話題を随時更新しています。

http://www.gengendo.jp/

「いやさか君津踊り」に参加しました


